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▲「三和村町村合併促進委員会記録」（1954年）

紆う
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▲伊深村役場庁舎前での記念撮影（1954年）

　市制施行の祝賀式典が 1954 年 5月 5日に太田小学校講堂で盛
大に行われました。新市内では 4日間にわたり多彩な祝賀行事が
繰り広げられ、合併する町や村ではそれぞれ工夫を凝らした出し物
で盛り上がりました。旧伊深村では正眼寺に保管してあった旧佐藤
家の甲冑を若者が身に着け、大人は裃

かみしも
をまとい、太田・中山道で武

者行列を行いました。「これハ　伊深のさとより　いでたる　よろ
ひ武者にて候…」との口上（挨

あい
拶
さつ
）が述べられました。

「伊深の中山道武者行列」
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